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ま  え  が  き

　この年報は、竹田市の消防現勢及び令和５年中における火災、救急、

救助等の統計データを収録し、当本部の消防行政を広く一般に紹介すると

ともに消防行政を将来の参考に資するために編纂したものです。

　なお、この年報の統計資料の基準日は原則として暦年で、予算に関係あ

る事項については年度、その他は当該表の右上欄にそれぞれ記載した年月

日をもって表してあります。

                                   令 和６年

竹 　田 　市 　消 　防 　本 　部

消 防 長　    　　渡　邊　良　夫
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5

１．地勢及び情勢



１．（1）竹田市の位置及び地勢

　管内は、大分県の南西部に位置し、熊本県と宮崎県に県境を接している。
周囲をくじゅう連山、阿蘇外輪山、祖母傾連山など九州を代表する山々に囲
まれ、大分県一の河川である大野川の源流を有しており、一日に数万トンの
湧出量を誇る湧水郡をもつ水と緑があふれる自然豊かな地域である。山々か
ら湧き出る豊かな名水は全国的にも知られ、下流域の多くの人々の生活を支
えている。管内では、こうした大自然の恵みを活かした農業や観光が基幹産
業となっている。
　また、歴史的には奥豊後の中心地として栄え、政治や経済、文化、交通の
要衝として発展してきた。そのような時代を物語る岡城跡や武家屋敷等が、
今も変わらぬ姿でたたずんでいる。
　気候条件は、大分県の大部分が瀬戸内型気候に属しているといわれるもの
の、管内の地形は起伏に富んでおり、山岳部、高原部、内陸部、盆地などの
気候は定型的な気候区にあてはまらない。そのため、管内でも地域によって
平均気温に差がある。
　降水量については、梅雨の時期と台風の上陸が多い7月から9月に雨量が集
中するという特徴がある。

大分県
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１．(2)管轄内略図

荻支所

竹田市消防本部・消防署

竹田市役所本庁

久住支所

直入支所竹田市消防署 久住分署

47

135

30

135

442

502

57
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S45年 S50年 S55年 S60年 H 2年 H 7年 H12年

27,128 24,203 22,767 21,954 20,164 18,746 17,489

5,155 4,638 4,409 4,167 4,006 3,818 3,584

6,606 5,919 5,538 3,511 5,116 4,850 4,725

3,984 3,599 3,297 3,261 3,112 2,954 2,891

42,873 38,359 36,011 32,893 32,398 30,368 28,689

H17年 H22年 H27年 R2年 人口 世帯数

26,534 24,423 22,332 20,332 19,126 9,785

計

19,126

100.00%

総面積 田 畑 原野 森林
水面

河川水路
道路 宅地 その他

面積 47,753 4,390 2,070 455 33,421 1,368 1,491 821 3,737

割合 100% 9.2% 4.3% 1.0% 70.0% 2.9% 3.1% 1.7% 7.8%

１．(3)竹田市消防本部　管轄内人口世帯数

１．(4)竹田市の年齢区分別人口

１．(5)竹田市の地目別面積

(単位:人)

(単位:人)

老人
（65歳以上）

成人
（64～15歳）

少年以下
（14歳以下）

9,634 8,120 1,514

50.20% 42.10%

国　勢　調　査　人　口

竹田市

計

直入町

荻町

久住町

竹田市

(単位:ha)

7.70%

竹田市

（令和6年3月31日現在）

国　勢　調　査　人　口
令和6年 3月31日現在

住民基本台帳

区分

市町名

区分

市町名
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・台風１４号接近により災害対策本部設置。荻町南河内で民家１戸が
　土砂災害により流失、女性２人が滝水川に流されて行方不明となる。

・竹田市菅生の原山において、「不正軽油の製造所」を竹田市消防本
　部、竹田警察署、大分県竹田県税事務所等と摘発する。

10月18日

12月25日

・竹田市久住町の久住滑空場において、グライダー１機が練習飛行中
　に墜落し乗員２人が死亡する。

・第1回臨時市議会で議長に児玉誠三氏、副議長に足達寛康氏就任。

9月 6日

9月15日

・消防署と警察署合同で久住山「久住避難小屋」に救護担架を設置。

・９月６日に発生した台風１４号による荻町南河内の土砂災害による
　行方不明者２人の捜索を行った結果、１人を豊後大野市緒方町の大
　野川で発見する。

平成18年 1月10日

（１）設立の経過
　　国は、行政改革の一環として全国の市町村数を３０００から１０００へ合併推進すべ
　く、｢市町村の合併の特例に関する法律｣を改正して、平成１７年３月末までに合併した
　団体には有利な条件で一定の財政支援を行うこととした。これに伴い、大分県は平成１
　２年１２月１５日「大分県市町村合併推進要綱」を定めた。
　　竹田直入地域においても、この要綱に基づき、平成１３年４月２５日「竹田直入地域
　広域行政研究協議会」を設立し、平成１４年３月１日には「竹田直入地域合併任意協議
　会」を設置して合併に関する調査、研究等を重ねた。
　　平成１５年４月１日、合併に関する協議を更に進めるために法定協議会である「竹田
　直入地域市町合併協議会」が設立をされた。大野郡内の町村合併についても、竹田直入
　地域と同じような時期にそれぞれの機関が設置され、町村合併が進められた。
　　普通地方公共団体である市町村合併が進む中、特別地方公共団体である竹田広域消防
　組合の取り扱いも、平成１６年４月２０日に開催された「構成市町長会議」から協議さ
　れはじめ、同年８月６日開催の「市町長会議」で消防組合を解散して新市に消防本部を
　設置し、緒方町・朝地町の消防事務（消防団事務及び消防水利事務を除く）については、
　豊後大野市が竹田広域消防組合から一旦脱退し、竹田市に事務委託することで基本合意
　した。

・新竹田市の市長選挙、市議会議員選挙が実施される。
　選挙の結果、初代市長に牧　剛尓氏、市議会議員28人が当選した。

5月17日

5月19日

6月 1日

（２）沿革

平成17年 4月 1日 ・竹田市、直入郡荻町、同郡久住町及び同郡直入町による新｢竹田市｣
　が発足する。このことにより「竹田市消防本部」となる。
　豊後大野市（緒方町、朝地町の区域に限る。）の消防・救急事務（
　消防団及び水利事務を除く。）について、豊後大野市から竹田市へ
　委託される。
・市長部局へ1人出向。（消防職員74人）

4月24日

・豊後大野市より、市町村合併により緒方町と朝地町の消防・救急事
　務を委託しているが、平成１９年３月末で委託解消をしたい旨の申
　し入れあり。（臼杵市から同市野津町の豊後大野市への消防・救急
　事務の委託解消とセットで進めて、１市１本部体制を執りたい方針）

・合併後初の「新竹田市消防特別点検」を竹田市文化会館前で行う。

・消防職員４人退職（定年退職１人、勧奨退職３人）辞令交付式を行
　う。
・消防署荻分駐所を廃止する。

・消防本部次長兼警防課長　白井幸光就任。
・第11代消防署長兼庶務課長　見増正幸就任。
・消防職員３人採用する。（消防職員７３人）

3月31日

5月 9日 ・救急救命士１人増、１０人となる。

4月 1日

１．（６）竹田市消防本部の沿革
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1月22日

7月 2日

6月25日

8月20日

・第２代市議会議長に古井久和氏就任。

・消防職員２名定年退職、豊後大野市へ身分移管（１５人）に伴う辞令
　交付式を行う。救急救命士６人となる。

・豊後大野市よりの消防･救急事務の受委託解消により、竹田市消防署
　緒方分署閉署式を現地にて行う。

・第１０代消防長　白井幸光、消防本部次長兼庶務課長　見増正幸、
・第１２代消防署長兼警防課長に真田照幸就任する。
・消防職員４人採用（消防職員６０人）。
・消防本部の組織機構の一部改正をして、「警防課」と「予防課」を
　統合して「警防課」にする。

・救急救命士１名増、７人となる。

・救急救命士１名増、８人となる。

・合併後初の「竹田市消防操法大会」を開催する。（竹田市文化会館
　前広場）竹田市代表として「ポンプ車の部、小型ポンプの部とも直
　入方面隊」に決定する。

・第２４回大分県消防操法大会で竹田市消防団はポンプ車の部３位、
　小型ポンプの部準優勝となる。この大会のアトラクションで、なお
　いり保育園が「ちびっ子操法」を行う。

・ＡＥＤを市役所本庁、各総合支所に配置。本庁で、配置式を行う。

・竹田市と豊後大野市との間における消防および救急業務に関する事
　務委託の廃止について、竹田市議会において可決される。（豊後大
　野市議会は１２月２１日）

5月14日

5月21日

6月 1日

3月30日

3月31日

4月 1日

7月19日

8月 1日

～13日

12月28日

平成20年 1月 1日

1月10日

3月 7日

8月10日

9月19日

10月12日

3月31日

3月  日

4月 1日

5月 1日

5月 7日

・竹田市消防特別点検、直入総合運動公園で開催される。

10月 2日

12月22日

平成19年 1月10日

・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練に消火隊１隊、救急隊１隊及
　び運営補助員の計１１人が参加する。（大分県中津市）

・高規格救急車の配車式を消防本部・署車庫内で行い、久住分署に配
　備する。

・竹田医師会病院が再び救急告示施設となる。

・竹田市消防特別点検、荻小学校グランドで開催される。

・自治体消防制度６０周年記念式典。（日本武道館）

・定年退職者１人、勧奨退職者４人退職。

・竹田医師会病院が内科医の退職による不足から「救急告示病院」を
　休止し、管内から救急指定病院がなくなる。

・常備消防の広域化に向けて、大分県消防力強化推進検討協議会、同
　幹事会、同総務・消防作業部会が設置される。

・阿蘇市との災害時支援協定調印式（阿蘇市役所）を行う。

・国の「緊急臨時的医師派遣システム」に基づいて、竹田医師会病院
　に日本医科大学付属病院高度救命救急センターから高橋明子医師が
　派遣され着任する。平成２０年１月３１日までの６ヶ月間の派遣。

・「竹田ロータリークラブ」から創立５０周年記念事業として竹田市
　にＡＥＤ（６基）寄贈され、公共施設に配置する。
　（消防署、総合社会福祉センター、文化会館、歴史資料館、岡城址）

・竹田市本町「株式会社　あわや」より、ＡＥＤトレーナーの寄贈を
　受ける。

・大分県消防広域化推進計画が策定される。

・第１１代消防長　見増正幸就任する。
・消防職員５人採用。（消防職員６０人）

・医療法人　大久保病院が救急告示施設となる。

・救急救命士１人増、９人となる。
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6月 8日

6月15日

7月27日

4月24日

5月12日

平成21年 1月10日

3月31日

4月 1日

8月10日

11月 2日

5月19日

5月20日

6月 1日

8月 8日

3月31日

4月 1日

5月17日

6月22日

12月28日

平成22年 1月10日

2月 3日

2月 4日

8月22日

8月25日

・２００４年４月以降、大分大学医学部付属病院から常勤小児医の派
　遣を受けていた竹田医師会病院小児科が休診となる。

・毎月１回、熊本大学医学部から小児科医の派遣を受け、竹田医師会
　病院小児科の診療を再開する。

・臨時議会で副市長に渡部英雄氏が決まり就任する。

・救急救命士１人増、１０人となる。

・第３回臨時市議会で、議長に荒巻文夫氏、副議長に吉竹悟氏が決ま
　り就任する。

・竹田市消防特別点検、久住総合運動公園運動場で開催される。

・定年退職者３人退職する。

・第１３代消防長、工藤克美就任する。
・消防職員３人採用する。（うち救命士２人）
　(消防職員６１人)

・平成２２年度竹田市消防操法大会を直入コミュニティーセンター前
　広場において開催する。竹田市代表として「ポンプ車の部は荻方面
　隊、小型ポンプの部は久住方面隊」に決定する。

・竹田市消防特別点検、旧竹田中学校グラウンドで開催される。

・本署高規格救急車を更新し、配車式を行う。

・定年退職者２人、勧奨退職者１名退職。（うち救急救命士１人）

・日本損害保険協会から軽消防自動車（４人乗り、Ｂ２級小型ポンプ
　積載）が贈られ消防団に配備される。

・台風９号接近に伴う局地的集中豪雨により、片ヶ瀬滑瀬の国道５０
　２号沿いで大規模な土砂災害が発生し、信号待ちをしていた車８台
　が土砂に巻き込まれ１３人が負傷する。

・竹田市立こども診療所が旧大分県竹田保健所に開設される。
・道路に倒れていた男性に心肺蘇生法を行い救命、竹田医師会病院看
　護師女性３名に対し感謝状を贈る。

・心肺蘇生法を行い救命した竹田市社会福祉協議会荻支所職員に感謝
　状を贈る。

・平成２０年度大分県総合防災訓練を竹田市総合運動公園において実
　施する。（参加機関２９機関、約５００人参加）

・平成２０年度竹田市消防団消防操法大会を荻町福祉エリアにおいて
　開催する。竹田市代表として「ポンプ車の部は荻方面隊、小型ポン
　プの部は久住方面隊」に決定する。

・第２５回大分県消防操法大会が開催され、竹田市消防団はポンプ車
　の部で準優勝、小型ポンプの部で優勝する。この大会のアトラクシ
　ョンで、なおいり保育園が「ちびっ子操法」を行う。

・第１２代消防長　阿南正治就任する。
・消防職員２人採用する。（うち救急救命士１人）
・本庁消防団係に出向していた職員を消防本部に異動する。
　（消防職員６１人）
・行財政改革に伴い、本庁消防団事務を消防本部に集約する。

・竹田市の市長選挙、市議会議員選挙が実施され、市長に首藤勝次氏、
　市議会議員２２人が当選する。

・第２６回大分県消防操法大会が開催され、竹田市消防団はポンプ車
　の部、小型ポンプの部においてダブル優勝し、小型ポンプの部優勝
　の久住方面隊は全国大会へ。

・全国消防救助技術指導会、陸上の部、ロープ応用登はん（２名）に
　出場し入賞を果たす。（京都府）

・救急救命士１人増、１３名となる。
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10月26日

11月12日

平成23年 1月10日

1月14日

3月31日

4月 1日

9月 6日

1月17日

3月11日

3月14日

・第１４代消防長　児玉淳一就任する。
・消防職員３人採用する。（うち救命士１人）
　（消防職員６１人）

・ＳＰＡ直入、大規模訓練実施。10月 3日

11月 3日 ・吉野清元消防長、危険業務従事者叙勲受章。

12月 5日 ・消防自動車更新、久住分署配備。

・デジタル無線基本設計完成。

・東日本大震災（１４時４６分、Ｍ９．０　日本観測史上最大）発生。

・定年退職者３名退職。

・緊急消防援助隊の要請出場要請を受け、被災地に対する救援のため、
　ポンプ車及び隊員5人を派遣。岩手県石巻市にて活動を行った。
　（３月２２日帰署）

・竹田市消防特別点検、直入総合グランドで開催される。

・第１回臨時会の議決により、議長に加藤正義氏が就任する。

・全国消防操法大会（小型ポンプの部）に竹田市消防団久住方面隊第
　１分団第２部が出場する。

・大分大学医学部附属病院と救急救命士の再教育実施機関として提携
　を結ぶ。

・防火広報車を更新する。

3月 5日 ・庁舎建設用地取得。９２３．８７㎡。（古澤輝子所有）

3月15日 ・新消防庁舎建設基本設計業務完了。

3月31日 ・定年退職者２名退職。

12月19日 ・防火衣盗難被害。

平成24年 1月 9日 ・竹田市消防特別点検、荻小学校で開催される。

2月20日 ・消防団員意見発表会、全国大会出場。

6月24日 ・平成２４年度竹田市消防操法大会を竹田文化会館駐車場において開
　催する。竹田市代表として「ポンプの部は直入方面隊、小型ポンプ
　の部は久住方面隊」に決定する。

4月 1日

4月22日 ・救急救命士１人増、１６人となる。

5月30日 ・白井幸光元消防長、危険業務従事者叙勲受章。

・消防職員３人採用する。
・大分県防災航空隊に１名派遣　大塚省吾消防副士長。

8月 7日 

7月15日 ・１１時２０分、大分市下戸次大野川で身元不明者発見。１９時１２
　分、荻町南河内の行方不明者と確認。（１名死亡）
　（豪雨による死者２名、負傷者３名）

・全国消防救助技術指導会、陸上の部、ロープ渡過（１名）、はしご
　登はん（１名）に出場し入賞を果たす。（東京都）

7月12日 ・九州北部豪雨発生。竹田市大字拝田原で氾濫した玉来川の濁流に流
　され１名死亡。また荻町南河内では土砂災害により１名行方不明と
　なる。

3月15日 ・竹田市新消防庁舎起工式。

3月31日 ・定年退職者３名、勧奨退職者２名退職。

8月26日

平成25年 1月20日

・第２７回大分県消防操法大会が開催され、竹田市消防団はポンプ車
　の部、小型ポンプの部においてダブル準優勝する。

・竹田市消防特別点検（県モデル点検）、竹田市総合運動公園で開催
　される。

4月 1日 ・第15代消防長　後藤清就任。
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5月19日 ・竹田市消防本部退職者会設立。

8月16日

4月27日 ・救急救命士２人増、１９人となる。

・大分川・大野川水防演習（消防団）
・全国消防救助技術指導会、応用登はん（2名）に出場し入賞を果た
　す。（広島市）

・消防職員５人採用（うち救急救命士１名）

平成26年 1月21日

3月31日

11月25日 ・消防団１２０周年、自治体消防６５周年記念大会。（東京ドーム）

11月29日 ・消防救急デジタル無線実施設計業務完了。

・竹田市消防本部新庁舎事務棟業務開始。
　（緊急通報指令システム導入）

・定年退職者１名、早期退職者１名退職。（うち救急救命士１名）
・救急救命士１人増、１９人となる。

8月24日

4月 1日 ・消防職員２名採用。

6月22日 ・平成２６年度竹田市消防操法大会が開催され、竹田市代表としてポ
　ンプ車の部、小型ポンプの部ともに直入方面隊に決定する。

・第２７回大分県消防操法大会が開催され、竹田市消防団はポンプ車
　の部が準優勝、小型ポンプの部が優勝し全国大会の出場が決定した。

4月 1日 ・第１６代消防長　大塚義徳就任。
・消防職員１名採用、救急救命士１名増、２１名となる。

・救助工作車更新による安全祈願、清めの儀式を本署車庫にてとりお
　こなわれる。

12月22日

平成27年 3月31日

11月 8日

11月30日 ・平成２６年度大分県消防大会が竹田市久住公民館にて開催。

・全国消防操法大会（小型ポンプの部）に竹田市消防団直入方面隊が
　出場する。

・消防署車庫、屋内訓練場部分が完成し、竹田市消防本部消防署新庁
　舎落成式が行われる。

・定年退職者１名、早期退職者２名退職。
・救急救命士１名増。２０名となる。

12月 1日 ・新救助工作車運用開始。

12月31日 ・早期退職者１名退職。

平成28年 3月31日 ・定年退職者３名、早期退職者２名退職。
・第１７代消防長　釘宮恒憲就任。
・救急救命士１名増、２２名となる。

4月24日 ・旧救助工作車の老朽化に伴う救助工作車更新事業開始。

11月17日

4月14日 ・熊本大分地震（２１時２６分、Ｍ６．５　前震）が発生。
・緊急消防援助隊の出場要請を受け、被災地に対する救援のため、ポ
　ンプ車及び隊員５人を派遣。（帰署４月１６日）

・熊本大分地震（１時２５分　Ｍ７．３　本震）が発生。管内では震
　度５強を観測。

4月 1日 ・消防職員２名採用、救急救命士１名増、２３名となる。

3月 31日

・竹田市消防出初式。（雨天の為、会場変更：竹田市総合社会福祉セ
　ンター多目的ホールにて実施）

・退職者１名。
・救急救命士１名増、２４名となる。

・第１８代消防長　工藤忠孝就任。
・消防職員２名採用、救急救命士１名増、２５名となる。

4月16日

10月 8日 ・阿蘇山の爆発的噴火。管内への降灰による農作物被害の発生。

平成29年 1月 8日

4月 1日

5月16日 ・豊後大野市朝地町綿田地区にて地すべり発生。
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7月 5日 ・九州北部豪雨発生。自衛隊並びに緊急消防援助隊の要請を行う。

7月 6日 ・日田市の土砂災害で消防団員が１名死亡。

8月23日 ・第４６回全国消防救助技術大会、ロープブリッジ渡過（１名）、梯
　子登はん（１名）に出場し入賞を果たす。（宮城県）

平成30年 3月31日

4月 1日

・退職者２名。
・救急救命士１名増、２６名となる。

・第１９代消防長　大塚正三就任する。
・消防職員１名採用。
・大分県防災航空隊に１名派遣　田部智康消防副士長。

9月16日 ・台風１８号に伴う県南部を中心とした災害発生。

12月18日 ・救急車更新（竹消救急２）

7月　日 ・平成３０年７月豪雨。
　６月２８日以降の記録的な大雨について、気象庁が「平成３０年７
　月豪雨」と定めた。

・平成３０年北海道胆振東部地震（３時７分、Ⅿ6.7、最大震度７）
　発生。

4月11日 ・中津市耶馬溪町金吉地区　山地崩壊災害。

10月 7日 ・竹田市総合文化ホール　グランツたけたオープン。

10月25日 ・救急車更新。（竹消救急１）

11月25日 ・平成３０年度大分県豊肥地区総合防災訓練。

8月10日 ・群馬県消防防災ヘリコプター墜落事故。

9月 6日

平成31年 1月19日 ・中九州道路　竹田～朝地区間が開通。

3月31日 ・救急救命士１名増、２７名となる。

3月23日 ・消防車更新（竹消３、タンク車）

令和元年10月31日 ・沖縄県那覇市首里城火災

令和2年1月 ・新型コロナウイルスを日本で初確認

3月3日 ・大分県で新型コロナウイルスの初の感染者を確認

4月1日

4月22日

・消防職員１名採用

・新竹田こども診療所が開院

4月30日

令和元年5月1日

・天皇退位の日

・天皇即位の日

　年号が「平成」から「令和」へ

・消防職員２名採用、会計年度任用職員採用１名。

4月7日 ・竹田市にて新型コロナウイルス確認

4月16日 ・新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全国に「緊急事態宣言」発令

3月31日 ・退職者３名（うち早期退職1名）

・救急救命士１名合格（エルスタ九州にて最優秀賞）、増減なし。

4月1日 ・第２０代消防長　志賀和吉就任する。

7月 ・令和2年7月豪雨が発生。7月5日に緊急消防援助隊の出動要請を受け、
　隊員5名派遣。

5月14日 ・大分県を含む39県で「緊急事態宣言」を解除。

5月25日 ・北海道、東京、神奈川、埼玉、千葉の5県の「緊急事態宣言」を解除

7月8日 ・台風10号に伴い、直入町で家屋倒壊が発生。

　救助隊により傷病者2名を無事救助
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9月16日 ・菅義偉氏が第99代内閣総理大臣となる。

8月28日 ・安倍晋三首相が辞任を表明。

3月15日 ・ポンプ車（竹消2）更新

4月25日 ・3度目の緊急事態宣言を4都府県に発令

5月6日 ・大分県での新型コロナウイルス感染者数が急激に増加し、

令和3年1月8日 ・2度目の緊急事態宣言を1都3県に発令

2月 ・日本で新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。

令和4年1月8日 ・竹田市消防特別点検をグランツ竹田に於いて実施する。

（新型コロナウイルス対策のため縮小開催）

1月22日 ・日向灘を震源とする最大震度５強の地震発生。

　ステージ3（人口10万人あたりの感染者数）へ移行した。

5月12日 ・3度目となる緊急事態宣言に愛知県、福岡県を加えた6都府県へ拡大。

8月15日 ・退職者１名

6月19日 ・石川県能登地方を震源とする最大震度６弱の地震発生。

3月31日 ・退職者２名

4月1日 ・第２１代消防長　渡邊良夫就任する。

令和5年1月7日 ・竹田市消防出初式を竹田市総合運動公園に於いて実施する。

3月15日 ・軽救急車運用開始。（竹消救急３）

3月16日～18日 ・竹田市九重野地区に於いて大規模林野火災発生。

4月1日 ・消防職員１名採用

令和6年1月1日 ・石川県能登地方を震源とする最大震度７の地震発生。

1月13日 ・竹田市消防出初式を竹田市総合運動公園に於いて実施する。

・消防職員２名採用（男性１名、女性１名）

5月8日 ・新型コロナウイルス５類へ移行

8月25日

　竹田市初の女性職員採用（救急救命士）

・全国消防救助技術指導会、陸上の部、ほふく救出（３名）、はしご
　登はん（１名）、応用登はん（２名）に出場し入賞を果たす。
（札幌市）

3月9日 ・竹消久住３運用開始
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２. 庶　　　務



令和2年度 令和3年度

595,387,000 614,707,000 947,490,000

58,348 60,242 60,754 92,855

人口1人当た
りの消防費

1世帯当たり
の消防費

※人口・世帯は各年の3月31日現在の数です。

27,508 28,401 30,317

令和4年度 令和5年度

45,786

（単位：円）

（３）人口・世帯当たりの消防費

防災対策費

合計

773,849,000

114,585,000 105,291,000 107,825,000 116,866,000

106,939,000 25,540,000 42,451,000 28,326,000

797,052,000

1,773,710,000

80,000 80,000 80,000

25,653,000 20,298,000 15,967,000 28,369,000

697,685,000

２．（１）消防予算

一般会計予算

消防費予算

一般会計予算と
消防費予算との

割合

（１）一般会計予算と消防予算

（２）消防費の内訳

（単位：円）

595,387,000 614,707,000 947,490,000

3.4% 3.2% 3.2% 4.7%

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

20,572,876,000 18,383,480,000 19,435,882,000 20,252,697,000

697,685,000

令和6年度

20,634,368,000

1,773,710,000

8.6%

令和6年度

779,287,000

122,977,000

74,314,000

80,000

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

80,000

（単位：円）

常備消防費

非常備消防費

施設費

水防費

450,428,000 444,178,000 448,384,000

令和6年度

87,478

175,302
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（兼）総務課長

次　長

空席

救急係長

（兼）分署長

消防係長

調査係長副分署長

消防長

総務課付

（兼）警防課長 警防課長補佐

共同運用派遣

（兼）警防係長

（兼）予防係長

警防係

予防係

総務課長補佐
消防団係総括

庶務係長

消防団係長 消防団係

市総務課出向

庶務係

当直司令

調査係

救急係

組織表（R6.4.1現在）

市総務課出向除く

救助係長

調査兼
消防係長

救急係長

調査・消防係

（兼）通信係長

（兼）危険物係長

救急係

消防係

救助係

通信係

危険物係

空席

空席 空席 空席

空席

署長

副署長 当直司令 当直副司令

当直司令

合計職員数

５７名

合計職員数

５７名



(１)　総務課

ア　庶務係

(ア)　消防に係る規約、条例、規則及び規定等の立案制定並びに改廃

(イ)　消防に係る表彰、式典、儀礼及び交際に関する事項

(ウ)　消防に係る公印の保管に関する事項

(エ)　消防に係る文書の収受、発送、編さん及び保存に関する事項

(オ)　消防本部及び消防署の組織及び機構に関する事項

(カ)　消防職員の福利及び厚生に関する事項

(キ)　消防職員の進退及び身分に関する事項

(ク)　消防に係る庁内取締り及び財産管理に関する事項

(ケ)　消防に係る広報紙の発行に関する事項

(コ)　消防本部の他の課の主管に属しない事項

(サ)　消防に係る歳入歳出予算の編成及び執行に関する事項

(シ)　消防に係る決算及び財産の記録管理に関する事項

(ス)　消防に係る現金の出納及び保管に関する事項

(セ)　消防に係る物品の調達、出納及び保管に関する事項

(ソ)　消防職員の給与の支払に関する事項

イ　消防団係

(ア)　予算の執行に関する事項

(イ)　消防団員の任免、懲戒及び服務に関する事項

(ウ)　消防団員の退職報奨金、公務災害補償等に関する事項

(エ)　消防団員の福利厚生及び安全管理に関する事項

(オ)　消防団員の表彰に関する事項

(カ)　その他消防団に関する事項

(キ)　消防水利に関する事項

２．（３）事務分掌

　　に関する事項
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(２)　警防課

ア　警防係

(ア)　消防計画に関する事項

(イ)　消防職員相談制度に関する事項

(ウ)　消防職員及び消防団員の訓練に関する事項

(エ)　土地開発行為の同意に関すること。

(オ)　安全委員会に関すること。

(カ)　特別点検に関すること。

(キ)　消防施設整備に関すること。

(ク)　消防現況調査に関すること。

(ケ)　国民保護に関すること。

(コ)　罹
リ

災証明、救急出動証明に関すること。

(サ)　警防課の庶務に関する事項

(シ)　消防水利の指定、標識の掲示、水利変更等の事前届出に関すること。

(ス)　警防行事計画に関すること。

(セ)　消防情報に関すること。

(ソ)　火災情報に関すること。

(タ)　救急業務に関すること。

(チ)　救急医療機関との連絡調整に関する事項

(ツ)　救助業務に関すること。

(テ)　緊急消防援助隊に関すること。

(ト)　消防通信及び防災無線並びに有線の運用に関すること。

(ナ)　災害情報等の収集及び伝達並びに運用に関すること。

(ニ)　その他通信業務全般に関すること。

(ヌ)　火災原因調査に関すること。

(ネ)　火災の損害調査に関すること。

(ノ)　仕様書の作成検討に関すること。

(ハ)　消防車両等の燃料に関すること。

(ヒ)　その他装備業務に関すること。
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イ　予防係

(ア)　予防査察に関すること。

(イ)　火災予防思想の普及広報及び情報収集に関すること。

(ウ)　民間消防組織の育成指導に関すること。

(エ)　建築同意に関すること。

(オ)　消防設備の設置検査及び点検報告に関すること。

(カ)　防火対象物の防火管理及び消防計画に対する指導助言に関すること。

(キ)　防火対象物点検報告及び自主点検表示制度に関すること。

(ク)　消防法令適合通知書交付に関すること。

(ケ)　消防法令違反の処理に関すること。

(コ)　防炎表示者の認定申達に関すること。

(サ)　防火相談に関すること。

(シ)　竹田市火災予防条例（平成１７年竹田市条例第２４８号）に基づく各種

(ス)　竹田市少年婦人防火委員会に関すること。

(セ)　その他火災予防に関すること。

ウ　危険物係

(ア)　危険物製造所等の許可、認可及び届出に関すること。

(イ)　危険物製造所等の規制取締りに関すること。

(ウ)　危険物施設の予防査察に関すること。

(エ)　危険物取扱者及び保安監督者の指導に関すること。

(オ)　少量危険物及び指定可燃物の規制に関すること。

(カ)　液化石油ガス販売事業所の許可等の意見書交付に関すること。

(キ)　圧縮アセチレンガス等の届出に関すること。

(ク)　火薬類取締法（昭和２５年法律第１４９号）に基づく事務に関すること。

(ケ)　危険物安全協会に関すること。

　　制限及び届出の指導に関すること。（同条例第４５条の届出に係るものを除く。）
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消 防 長 1  1

次 長  

総 務 課 3 (1) 1 (1) 2

警 防 課 3 (1) 1 (1) 2

消 防 本 部 計 7 (2) 1  2 (2) 2   2    

消 防 署 長 1 1

副 署 長  

通 信 係 長 (1) (1)

消 防 係 長 1  1

調 査 係 長 (1) (1)

救 急 係 長 1 1

救 助 係 長 1 1

庶 務 係  (5) (1) (2) (2)

消 防 団 係  (4) (2) (2)

警 防 係  (5) (3) (2)

予 防 係  (5) (2) (2) (1)

危 険 物 係  (5) (1) (2) (1) (1)

消 防 係 (3)

調 査 係  (3)

通 信 係 3  2 1

救 急 係 14  3 6 3 2

救 助 係 13 2 5 3 3

分 署 長  (1)  (1)

副 分 署 長 1  1

消 防 係 長 1 1

救 急 係 長 1 1

調 査 係 長 1 1

消 防 係 1 (3) 1

救 急 係 7 4 3

調 査 係 3 (1) 2 1

消 防 署 計 49 (37) 2 (1) 13 (9) 19 (8) 9 (6) 6 (3)

そ の 他

計 2   1 1   

共同運用派遣 1 1

２．（４）職員の配置

令和6年4月1日現在

計
消防
司令長

消防
司令

消防
司令補

消防
士長

消防
副士長

消防士 備考

本庁
総務課

1

大分県防災
航空隊

1

本部・消防署・
本庁出向合計

58 (39) 1  4 (3) 16 (9)

※本部・消防署・本庁出向合計は、本庁総務課への出向職員及び本庁からの出向職員を含む。

(　)内は他の所属と兼務する者

20 (8) 11 (6) 6 (3)

階級
所属
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18 歳 0 0.0%

19 歳 0 0.0%

20 歳 1 1 1.7%

21 歳 1 1 1.7%

22 歳 1 1 1.7%

23 歳 2 2 3.4%

24 歳 1 1 1.7%

25 歳 0 0.0%

26 歳 2 2 3.4%

27 歳 0 0.0%

28 歳 1 2 3.4%

29 歳 2 2 3.4%

30 歳 2 2 3.4%

31 歳 2 2 3.4%

32 歳 2 2 3.4%

33 歳 4 4 6.9%

34 歳 1 1 1.7%

35 歳 7 7 12.1%

36 歳 2 2 3.4%

37 歳 6 6 10.3%

38 歳 0 0.0%

39 歳 2 2 3.4%

40 歳 1 1 1.7%

41 歳 0 0.0%

42 歳 2 2 3.4%

43 歳 3 3 5.2%

44 歳 1 1 1.7%

45 歳 3 3 5.2%

46 歳 2 2 3.4%

47 歳 2 2 3.4%

48 歳 0 0.0%

49 歳 3 3 5.2%

50 歳 0 0.0%

51 歳 0 0.0%

52 歳 1 1 1.7%

53 歳 0 0.0%

54 歳 0 0.0%

55 歳 0 0.0%

56 歳 0 0.0%

57 歳 0 0.0%

58 歳 0 0.0%

59 歳 1 1 1.7%

60 歳 0 0.0%

1 4 16 20 11 6 58 100.0%

59.0 49.8 43.5 35.3 29.5 22.2 37.0

２．（５）職員の年齢構成

比率

合　　　計

平均年齢

令和6年4月1日現在

司令長 司令 司令補 消防士長 副士長 消防士 計
階級

年齢
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0 0.0%

1年以上 ～ 2年未満 2 2 3.4%

2年以上 ～ 3年未満 1 1 1.7%

3年以上 ～ 4年未満 1 1 1.7%

4年以上 ～ 5年未満 2 2 3.4%

5年以上 ～ 6年未満 1 1 1.7%

6年以上 ～ 7年未満 1 1 1.7%

7年以上 ～ 8年未満 1 1 1.7%

8年以上 ～ 9年未満 2 2 3.4%

9年以上 ～ 10年未満 1 1 1.7%

10年以上 ～ 11年未満 1 1 2 3.4%

11年以上 ～ 12年未満 3 1 4 6.9%

12年以上 ～ 13年未満 3 3 5.2%

13年以上 ～ 14年未満 2 1 3 5.2%

14年以上 ～ 15年未満 3 3 5.2%

15年以上 ～ 16年未満 2 2 3.4%

16年以上 ～ 17年未満 1 4 5 8.6%

17年以上 ～ 18年未満 1 3 4 6.9%

18年以上 ～ 19年未満 1 2 3 5.2%

19年以上 ～ 20年未満 0 0.0%

20年以上 ～ 21年未満 4 4 6.9%

21年以上 ～ 22年未満 1 1 1.7%

22年以上 ～ 23年未満 0 0.0%

23年以上 ～ 24年未満 2 2 3.4%

24年以上 ～ 25年未満 0 0.0%

25年以上 ～ 26年未満 3 3 5.2%

26年以上 ～ 27年未満 2 2 3.4%

27年以上 ～ 28年未満 2 2 3.4%

28年以上 ～ 29年未満 1 1 1.7%

29年以上 ～ 30年未満 0 0.0%

30年以上 ～ 31年未満 0 0.0%

31年以上 ～ 32年未満 1 1 1.7%

32年以上 ～ 33年未満 0 0.0%

33年以上 ～ 34年未満 0 0.0%

34年以上 ～ 35年未満 1 1 1.7%

35年以上 ～ 36年未満 0 0.0%

36年以上 ～ 37年未満 0 0.0%

37年以上 ～ 38年未満 0 0.0%

38年以上 ～ 39年未満 0 0.0%

39年以上 ～ 40年未満 0 0.0%

40年以上 ～ 41年未満 0 0.0%

41年以上 ～ 42年未満 0 0.0%

42年以上 ～ 43年未満 0 0.0%

1 4 16 20 11 6 58 100.0%

２．（６）職員の勤続年数表

   1年未満

合　　　計

令和6年4月1日現在

　　　　　　　　階級
勤続年数

司令長 司令 司令補 消防士長 副士長 消防士 計 比率
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区分 条　例 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

　年度 定　数 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

昭和50年度 63 66 1 1 1 8 7 48

〃　51　〃 66 70 1 1 1 11 10 41

〃　52　〃 70 69 1 1 2 13 10 42

〃　53　〃 73 73 1 1 4 12 14 41

〃　54　〃 73 72 1 1 4 12 18 36

〃　55　〃 79 76 1 1 5 12 22 35

〃　56　〃 79 79 1 1 5 13 36 23

〃　57　〃 79 79 1 1 5 13 37 22

〃　58　〃 79 76 5 13 40 18

〃　59　〃 79 76 5 16 41 14

〃　60　〃 79 77 1 1 4 16 44 11

〃　61　〃 79 75 1 7 12 48 7

〃　62　〃 79 75 1 10 11 46 7

〃　63　〃 79 75 1 10 16 46 2

平成元年度 79 74 1 1 9 19 44

〃　2　〃 79 75 1 4 5 24 39 2

〃　3　〃 79 75 1 6 6 25 35 2

〃　4　〃 79 75 1 6 6 26 34 2

〃　5　〃 79 75 1 1 4 6 31 29 3

〃　6　〃 79 75 1 1 4 9 32 25 3

〃　7　〃 79 74 1 6 11 39 15 2

〃　8　〃 79 74 1 5 14 38 11 5

〃　9　〃 79 74 1 5 18 36 7 7

〃　10　〃 79 75 1 5 21 35 3 10

〃　11　〃 79 75 1 4 21 34 2 13

〃　12　〃 79 75 1 5 20 33 2 14

〃　13　〃 79 75 1 5 23 28 3 15

〃　14　〃 79 75 1 9 24 20 3 17

〃　15　〃 79 76 2 11 27 16 5 14

〃　16　〃 79 76 2 9 32 11 12 10

〃　17　〃 74 74 2 9 34 8 12 9

〃　18　〃 74 74 1 8 32 8 14 10

〃　19　〃 62 60 1 8 24 3 13 11

〃　20　〃 62 60 1 6 23 1 17 12

〃　21　〃 62 61 1 10 18 2 16 14

〃　22　〃 62 61 1 12 13 5 13 17

〃　23　〃 62 61 1 13 9 7 12 19

〃　24　〃 62 62 1 15 6 8 14 18

〃　25　〃 62 62 1 10 5 12 14 19

〃　26　〃 62 62 1 10 4 15 16 15

〃　27　〃 62 60 1 9 7 13 17 13

〃　28　〃 62 58 1 8 8 9 21 11

〃　29　〃 62 59 1 5 10 10 23 10

〃　30　〃 60 58 1 3 13 9 24 8

令和元年度 60 58 1 3 13 8 25 8

〃　2　〃 60 58 1 3 15 11 20 7

〃　3　〃 60 58 1 3 16 18 15 5

〃　4　〃 60 58 1 3 16 18 15 5

〃　5　〃 60 58 1 4 14 18 14 7

〃　6　〃 60 58 1 4 16 20 11 6

20

2 0

0

3

4

4

1

2

3

２．（７）職員の条例定数及び階級別実員並びに採用退職状況

実　員 消防監 消防士
年 度 中 の 異 動 状 況

採用 退職

10

3

2

4

3

1

1

3

4

5

2

3

3

1

4

1

1

1

2

3

1

1

1

1

2

5

3

3

3

2

1

3

1

4

※退職者は前年度の退職者数を記載

1 0

5

1

2

0

3

2

2

4

2

2

2

2

2

1

1

3

3

4

2

1

0
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新

任

消

防

長

科

上

級

幹

部

課

幹

部

研

修

課

警

防

課

実

務

講

習

救

助

科

初

任

科

現

任

科

警

防

課

程

無

線

通

信

課

程

予

防

課

程

火

災

調

査

課

程

査

察

課

程

救

助

課

程

救

急

科

救

急

標

準

課

程

救

急

Ⅰ

課

程

救

急

Ⅱ

課

程

救

命

士

追

加

講

習

等

通

信

指

令

科

初

級

幹

部

科

中

級

幹

部

科

上

級

幹

部

科

機

関

科

危

険

物

科

広

報

科

特

殊

災

害

科

操

法

指

導

者

研

修

合
　
　
　
計

　〃　55　〃 4 5 1 4 14

　〃　56　〃 4 2 2 1 9

　〃　57　〃 1 1 1 1 2 1 1 4 12  
　〃　58　〃 2 2 4

　〃　59　〃 1 1 1 3 1 1 4 12

　〃　60　〃 1 1 3 1 1 7

　〃　61　〃 1 1 3 2 4 11

　〃　62　〃 1 1 1 3 2 1 9

　〃　63　〃 1 1 2 2 1 1 1 4 13

平成元年度 1 1 1 3

　〃　2　〃 2 1 1 2 2 4 12

　〃　3　〃 2 1 1 2 2 2 1 11

　〃　4　〃 1 1 1 2 2 1 4 12

　〃　5　〃 1 2 1 1 1 3 1 1 11

　〃　6　〃 1 1 1 4 1 4 12

　〃　7　〃 1 6 7

　〃　8　〃 1 3 1 1 2 1 4 13

　〃　9　〃 1 1 2 1 1 6 1 13

　〃　10　〃 1 1 4 1 1 2 1 3 1 4 21

　〃　11　〃 1 3 2 1 7

　〃　12　〃 1 2 1 1 1 1 2 3 1 4 17

　〃　13　〃 1 3 1 2 2 1 10

　〃　14　〃 1 1 1 3 1 4 11

　〃　15　〃 1 1 1 1 3 1 11

　〃　16　〃 1 3 1 1 2 1 3 12

　〃　17　〃 1 1 1 3 1 7

　〃　18　〃 1 3 1 1 3 1 3 13

　〃　19　〃 1 4 1 1 2 1 1 12

　〃　20　〃 1 5 1 1 3 1 3 15

　〃　21　〃 1 1 1 2 1 1 3 1 1 13

　〃　22　〃 1 1 1 3 1 2 3 1 3 16

　〃　23　〃 1 3 1 1 3 1 11

　〃　24　〃 1 3 1 2 3 1 3 14

　〃　25　〃 1 5 1 1 3 1 13

　〃　26　〃 1 2 1 2 2 1 1 3 13

　〃　27　〃 1 1 1 3 1 1 9

〃　28　〃 1 1 2 1 2 2 1 1 11

〃　29　〃 1 2 1 1 1 1 1 8

〃　30　〃 1 1 2 1 4 1 1 1 3 15

令和元年度 1 1 1 1 1 1 1 1 8

〃　2　〃 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 13

〃　3　〃 1 1 2 1 1 1 3 10

〃　4　〃 1 1 1 2 1 1 3 10

〃　5　〃 2 1 1 1 1 1 81

２．（８）職員の消防学校等入校状況

令和6年4月1日現在
消防大学校 救

急

救

命

研

修

所

福

岡

県

消

防

学

校

上

級

幹

部

科

大分県消防学校

訓

練

礼

式

指

導

者

研

修

1

2

3

1

1

1

1

区

年度
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消 防 消 防 消 防 消 防 消 防
司 令 長 司 令 司 令 補 士 長 副 士 長

大型自動車免許 4 16 12 2 34

中型自動車免許 4 16 20 7 47

普通自動車免許 1 4 16 20 11 6 58

自動２輪（大型・普通） 1 6 2 2 11

大型特殊 1 1 1 3

小型移動クレーン 4 15 15 6 1 41

玉掛け技能 4 15 15 6 1 41

巻き上げ 1 8 14 6 1 30

第１級陸上特殊無線技士 0

第２級陸上特殊無線技士 4 8 1 13

第３級陸上特殊無線技士 1 8 19 11 6 45

危険物取扱者（甲） 1 1

危険物取扱者（乙４類） 1 3 1 2 7

消防設備点検資格者 1 1

消防設備士（甲） 0

消防設備士（乙） 1 1 2

防火査察 1 3 2 1 7

消防用設備等 1 1 2 1 5

危険物 1 1 1 1 4

救急救命士 4 7 10 5 2 28

救急Ⅱ課程 0

救急科 4 16 15 7 4 46

応急手当指導員 4 16 20 11 6 57

2級小型船舶操縦士 1 1

潜水士免許 1 1

ガス溶接士 0

ボイラー技士2級 0

そ
の
他
資
格

特
殊
技
能

無
線
関
係

危
険
物

消
防
設
備

予
防
技
術
資
格

救
　
急
　
資
　
格

運
転
免
許

２．（９）職員の各種資格免許取得状況

令和6年4月1日現在

消防士 計
階級

技能資格
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３．警　　　防
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1

8 1 7 22 6 2 1 1 13 55

3 1 1 1 3 18

1 1

8 1 10 22 0 1 6 3 2 3 16 73

基地局 九基第5635 令和3年 6月 1日

たけしょうほんぶ 固定局 九第40621

九基第5637

たけしょうみやけ 基地局 九基第318524

たけしょうみやけ 固定局 九第17127

たけしょうくじゅう 基地局

計

救助工作車

３．(3)無線局一覧表

呼出名称 無線局の種別 免許番号 取得年月日

３．(1)消防関係車両の配置状況

消防本部 消防本署 久住分署

令和6年4月1日現在

水槽付ポンプ自動車 3 1 4

高規格救急車 2 1 3

1 1

広　報　車 1 1

指  揮  車 1 1

小型動力ポンプ積載車 1 1

連　絡　車 1 1 2

資器材搬送車 1 1

支援車 1 1

３．(2)通信施設

消　防　有　線 消　防　無　線

火

災

専

用

電

話

構

内

自

動

電

話

交

換

機

     令和6年4月1日現在

軽救急車 1 1

計 3 11 3 17

一

般

加

入

電

話

庁

内

電

話

直

通

電

話

転

送

電

話

火

災

問

い

合

わ

せ

電

話

令和3年 6月 1日

令和1年12月15日

令和2年 2月24日

令和4年12月 1日

令和6年4月1日現在

けん引トレーラー 1

計

消防本部

久住分署

三宅中継所

固

定

局

基

地

局

車

載

携

帯

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

たけしょうほんぶ

所属

種別

種別

署所別
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令和6年4月1日現在

・アプローチ回線　　　　18G、5G、光回線

・活動波　1，2

・主運用波

・統制波

３．（４）無線電話および１１９番電話回線系統図

アプローチ回線

電話回線

無線回線

三
宅
山
基
地
局

本

署

久
住
分
署

１８Ｇ・５Ｇ

Ｉ

Ｐ

電

話

荻

１

・

２

直

入

１

・

２

Ｐ

Ｈ

Ｓ

竹

田

１

・

２

携
帯
電
話

移動局

光回線

260ＭＨｚ260ＭＨｚ

固
定
局

久

住

１

・

２
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登録初年 車両メーカー 車両総重量 経過年数

月　日 ポンプメーカー ポンプ級別 設置場所

平成20年 大分830 日野 6,350㎏ 16年

11月7日 ね  119 小川ポンプ A-2級 本署

令和3年 大分830 日野 6,985㎏ 3年

3月8日 す 1200 日本機械工業 A-2級 本署

令和2年 大分800 日野 10,820㎏ 5年

3月9日 ね  2000 日本機械工業 A-1級 本署

平成27年 大分830 9年

11月9日 ゆ　119 本署

平成25年 大分800 12年

2月26日 す 1062 本署

平成28年 大分800 8年

12月16日 す 3244 本署

平成22年 大分501 14年

10月26日 さ 6094 本署

平成21年 大分480 15年

8月27日 き 2106 本署

平成28年 大分880 8年

12月6日 あ 1238 本署

平成22年 大分880 15年

1月26日 あ　483 本署

平成30年 大分800 6年

10月19日 す　4208 本署

平成29年 大分800 7年

11月30日 す 3761 本署

平成29年 大分480 8年

10月31日 を 56 本署

令和4年 大分883 2年

3月7日 あ　9903 本署

平成23年 大分830 日野 13年

12月12日 ま　119 小川ポンプ 久住分署

令和6年 大分883 1年

2月8日 あ　2024 久住分署

平成27年 大分800 10年

2月27日 さ 2201 久住分署

540㎏

1,520㎏

6,385㎏

1,490kg

3.165kg

11,300㎏

2,230kg

1,825㎏

1,815kg

1,390kg

けん引トレーラー

水槽付
ポンプ自動車

たけしょう１

水槽付
ポンプ自動車

たけしょう２

水槽付
ポンプ自動車

たけしょう３

救助工作車 日野 たけしょう４

支援車
（デリカ）

三菱 たけしょう5

指揮車
（フォレスター）

３．（５）車両管理表

令和6年4月1日現在

　車両名
登録番号 呼出名称

連絡車
(本署)

ダイハツ たけしょう８

スバル たけしょう6

広報車
（アイシス）

トヨタ たけしょう7

予防査察車
兼

資機材搬送車
トヨタ たけしょう11

団車輌 スバル たけしょう12

1,340㎏

1,530kg

高規格救急車 トヨタ
たけしょう

きゅうきゅう１

高規格救急車 トヨタ
たけしょう

きゅうきゅう2

3,255㎏

3,245kg

水槽付ポンプ自動車
（久住分署）

たけしょう
くじゅう１

軽救急車
たけしょう

きゅうきゅう3

高規格救急車
（久住分署）

トヨタ
たけしょう
くじゅう

きゅうきゅう１

連絡車
（久住分署）

ダイハツ
たけしょう
くじゅう3

ダイハツ

詳細
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分　類 品　　名 員数 品　　名 員数

かぎ付きはしご 2 救助用担架 2

三連はしご 4 カラビナ 29

救命索発射銃 1 滑車 7

救助用縛帯 1

油圧切断機 1 鉄線カッター 3

エンジンカッター 1 空気鋸 1

チェンソー 2 大型油圧切断機 2

大型油圧スプレッター 1 マット型空気ジャッキ 4

可搬ウインチ 2 油圧ジャッキ 1

ワイヤーロープ 6 小型移動式クレーン 1

皮手袋 7 フルボディーハーネス 10

耐電手袋 5

救命胴衣 10 救命浮輪 2

救命ボート 2

万能斧 4 削岩機 2

ハンマー 1

空気呼吸器 16 防毒マスク 9

防塵マスク 5

分離式担架 1 編み構造ロープ１００ｍ 2

ＳＫＥＤ 2 　　　　　　　　５０ｍ 4

山岳救助器具一式 1 　　　　　　　　２５ｍ 1

バーチカルストレッチャー 1 編み構造ロープ10㎜×25m 4

複合ｶﾞｽ検知器 1

γ線及びX線線量率計 5

破壊用器具

３．（６）救助資機材の保有状況

一般救助用器具

切断用器具

重量物排除用器具

隊員保護用器具

水難救助用器具

令和6年4月1日現在

呼吸保護用器具

山岳救助用器具

測定用器具
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３．（７）相互応援・支援協定締結状況

協定名称 締結市町村名等 締結の状況 締結年月日

火災・救急・救助

その他の災害について

火災・救急・救助

その他の災害について

火災・救急・救助

その他の災害について

火災・救急・救助

その他の災害について

協定名称 締結団体等 締結の状況 締結年月日

西臼杵広域行政事務組合 平成28年 4月 1日

令和6年4月1日現在

＜災害時支援協定＞

地震災害時における
建設用資機材の支援に
関する協定

地震・火災・風水害等の
活動に対して行う建設用
の資機材の支援
（オペレーター及び指揮監
督者を含む）

令和5年 8月 1日
社団法人

大分県建設業協会竹田支部

令和6年4月1日現在

＜相互応援協定＞

竹田市・緒方町・朝地町
豊肥生コンクリート協同組合

消火用水供給支援に
関する協定

火災等の発生時における消
火活動に際し、消火用水の
供給支援

平成26年11月 1日

大分県常備消防
相互応援協定

大分県下１４消防本部 昭和51年 3月31日

大分県防災ヘリコプター
応援協定

大分県・大分県下
１４消防本部

平成 9年 6月 1日

隣接常備消防
相互応援協定書

阿蘇広域行政事務組合 平成10年 3月 4日

消防相互応援協定
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　　　　防   火   標   語

　ポンプ百より用心一つ
　不意の地震にふだんの備え
　火事は　身の損　国の損
　火の手に渡すな衣食住
　火の用心　一歩進めて燃えない工夫
　火の用心は　いつもきれいな煙突から
　はやくみつけて・・・・・・一一九
　燃えない工夫　焼かない備え
　たばこは吸いがらいれのあるところで
　火の始末　人にたのむな　任せるな
　もういちど　火の元にくばれ　目と心
　火の用心
　火の始末人にたのむな任せるな
　さあ寝よう　アッそのまえに火の点けん
　あなたは火事の恐ろしさを知らない
　今捨てたタバコの温度が７００度
　あぶない！　消し忘れ切り忘れ
　今燃えようとしている火がある
　慣れた火に　新たな注意
　隣にも声かけあってよい防火
　生活の一部にしよう火の点検
　幸せを明日につなぐ火の始末
　火災は人災　防ぐはあなた！
　使う火を消すまで離すな目と心
　それぞれの持場で生かせ火の用心
　これくらいと思う油断を火が狙う
　あなたです！　火事を出すのも防ぐのも
　毎日が防火デーです　ぼくの家
　火の用心　心で用心　目で用心
　点検は防火のはじまりしめくくり
　“あとで”　より　“いま”　が大切　火のしまつ
　怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」
　防火の大役　あなたが主役
　消えたかな！　気になるあの火　もう一度
　その火　その時　すぐ始末！
　おとなりに　あげる安心　火の始末
　まず消そう　火への鈍感　無関心
　毎日が　火の元警報　発令中
　点検を　重ねて築く　“火災ゼロ”
　防火の輪　つなげて広げて　なくす火事
　安心の　暮らしの中心　火の用心
　災害に　備えて日頃の　火の用心
　便利さに　慣れて忘れる　火のこわさ
　つけた火は　ちゃんと消すまで　あなたの火
　気をつけて　はじめはすべて　小さな火
　あぶないよ　ひとりぼっちにした　その火
　火をつけた　あなたの責任　最後まで
　たしかめて。火を消してから　次のこと
　消す心　置いてください　火のそばに
　その油断　火から炎へ　災いへ
　火は消した?　いつも心に　きいてみて
　あなたです　火のあるくらしの　見はり役
　消さないで　あなたの心の　注意の火
　火は見てる　あなたが離れる　その時を
　火のしまつ　君がしなくて　誰がする
　消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子
 「消したかな」　あなたを守る　合言葉
　消したはず　決めつけないで　もう一度
　消すまでは　出ない行かない　離れない
　消すまでは　心の警報　ONのまま
　もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ
　無防備な　心に火災が　かくれんぼ
　消しましょう　その火その時　その場所で

　火の用心　ことばを形に　習慣に

　忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認

　ひとつづつ　いいね！で確認　火の用心

　その火事を　防ぐあなたに　金メダル

　おうち時間　家族で点検　火の始末

　お出かけは　マスク戸締り　火の用心

　火を消して　不安を消して　つなぐ未来

〃　24　〃

〃　27　〃
〃　28　〃

〃　26　〃
〃　25　〃

〃　14　〃
〃　15　〃
〃　16　〃
〃　17　〃

〃　20　〃

〃　23　〃
〃　22　〃

〃　18　〃
〃　19　〃

〃　21　〃

〃　10　〃
〃　11　〃
〃　12　〃
〃　13　〃

　〃　6　〃
　〃　7　〃
　〃　8　〃
　〃　9　〃

　〃　2　〃
　〃　3　〃
　〃　4　〃
　〃　5　〃

　〃　57　〃
　〃　58　〃
　〃　59　〃
平成 元年度

　〃　53　〃
　〃　54　〃
　〃　55　〃
　〃　56　〃

　〃　49　〃
　〃　50　〃
　〃　51　〃
　〃　52　〃

　〃　45　〃
　〃　46　〃
　〃　47　〃
　〃　48　〃

　〃　41　〃
　〃　42　〃
　〃　43　〃
　〃　44　〃

　〃　39　〃
　〃　40　〃

　〃　33　〃
　〃　34　〃
　〃　35　〃
　〃　36　〃

　〃　31　〃
　〃　32　〃

（　　戦時中　　）
（　　戦　　後　　）

　〃　37　〃
　〃　38　〃

時   代

4.(7)防火標語の変遷

明治（後期）
大正（後期）

昭和29年度
　〃　30　〃

〃　4　〃

〃　3　〃

令和元年度

〃　29　〃

〃　5　〃

〃　2　〃

〃　30　〃
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４．予　　　防
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イ 2

ロ 37

イ 0

ロ 4

ハ 0

二 0

イ 0

ロ 42

(4) 39

イ 60

ロ 119

イ 18

ロ 20

ハ 34

ニ 5

(7) 26

(8) 7

イ 0

ロ 14

(10) 4

(11) 67

イ 132

ロ 0

イ 19

ロ 1

(14) 59

(15) 148

イ 121

0

ロ 23

0

0

(17) 4

(18) 0

(19) 0

(20) 0

1005

(3)
待合・料理、これらに類するもの

飲食店

４．（１）防火対象物の現況

(項） 対象物の種別 施設数

(1)
劇場・映画館・観劇場他

公会堂又は集会場

(2)

キャバレー・カフェー

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業を含む店舗等

カラオケボックスその他遊興のための個室を利用させるもの

150㎡以上　　令和6年4月1日現在

車両の停車場・船舶の発着場

百貨店・マーケット等

(5)
旅館・ホテル・宿泊所

寄宿舎・下宿・共同住宅

(6)

病院・診療所

老人福祉施設・精神薄弱者支援施設他

小規模多機能型老人福祉施設・障害者自立支援法に該当するもの

幼稚園・盲学校・支援学校

小・中・高・大学・高専・各種学校

図書館・美術館等

(9)
蒸気浴場・熱気浴場

上記以外の浴場

上記以外の複合用途防火対象物

神社・寺院・教会等

(12)
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

(13)
自動車車庫・駐車場

回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各号に該当しない作業場

(16)

複合用途防火対象物

（特定防火対象物が存するもの）

市町村長の指定する山林

自治省令で定める船車

合計

(16-2) 地下街

(16-3) 準地下街

重要文化財・重要有形民俗文化財

アーケード
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イ

ロ

イ

ロ

ハ

イ

ロ

(4)

イ

ロ

イ

二

(7)

（8）

イ

ロ

(10)

(11)

イ

ロ

イ 2

ロ

(14)

(15) 3

ロ

(17)

(18)

(19)

(20)

6 0 0 0 0 0 6

市町村長の指定する山林

自治省令で定める船車

合計

４．（２）建築同意件数

令和5年4月1日～令和6年3月31日

地下街

準地下街

重要文化財・重要有形民俗文化財

アーケード

倉庫

前各号に該当しない作業場

上記以外の複合用途防火対象物

工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ
(12)

自動車車庫・駐車場

回転翼航空機の格納庫
(13)

イ
複合用途防火対象物（特定防火対象物が存す
るもの）(16)

(6)

図書館・美術館等

蒸気浴場・熱気浴場

上記以外の浴場

車両の停車場・船舶の発着場

(9)

神社・寺院・教会等

病院・診療所・助産所

幼稚園・盲学校・特別支援学校

小・中・高・大学・高専・各種学校

ロ
主として要介護状態にある者又は重度の障が
い者等が所する施設・救護施設・乳児院・認
知症グループホーム等

老人福祉施設・通所介護施設・小規模多機能
型居宅介護事業施設・有料老人ホーム等

(3)
待合・料理、これらに類するもの

飲食店

百貨店・マーケット等

(5)
旅館・ホテル・宿泊所

寄宿舎・下宿・共同住宅

新築 増築 改築 移転
用途
変更

キャバレー・カフェー

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業を含む店舗等

（項） 対象物の種別
模様
替

(2)

二
カラオケボックスその他遊興のための個室を
利用させるもの

計

(1)
劇場・映画館・観劇場他

公会堂又は集会場

(16-2)

(16-3)

ハ

1
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イ 1 1 2 0 1 1

ロ 35 3 38 8 3 10

イ 0 0 0 0 0 0

ロ 2 1 3 1 1 2

ハ 0 0 0 0 0 0

イ 0 0 0 0 0 0

ロ 120 0 120 7 0 7

(4) 35 10 45 21 10 31

イ 60 10 70 22 10 32

ロ 140 10 150 31 6 37

イ 10 8 18 6 7 13

二 4 1 5 3 1 4

(7) 0 26 26 3 9 12

(8) 4 3 7 0 3 3

イ 0 0 0 0 0 0

ロ 16 1 17 3 1 4

(10) 4 0 4 1 0 1

(11) 67 0 67 1 0 1

イ 147 14 161 6 5 11

ロ 0 0 0 0 0 0

イ 22 1 23 3 1 4

ロ 1 0 1 0 0 0

(14) 117 5 122 3 1 4

(15) 168 33 201 16 13 29

ロ 23 1 24 1 0 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

(17) 11 0 11 3 0 3

(18) 0 0 0 0 0 0

(19) 0 0 0 0 0 0

(20) 0 0 0 0 0 0

1167 151 1318 178 93 270

1,000㎡
未満

1,000㎡
以上

総数
1,000㎡
未満

1,000㎡
以上

(6)

病院・診療所・助産所

ロ

ハ

(3)
待合・料理、これらに類するもの

飲食店

百貨店・マーケット等

(5)
旅館・ホテル・宿泊所

寄宿舎・下宿・共同住宅

主として要介護状態にある者又は重度の障
がい者等が所する施設・救護施設・乳児
院・認知症グループホーム等

車両の停車場・船舶の発着場

幼稚園・特別支援学校

老人福祉施設・通所介護施設・小規模多機
能型居宅介護事業施設・有料老人ホーム等

21219

小・中・高・大学・高専・各種学校

図書館・美術館等

(9)
蒸気浴場・熱気浴場

上記以外の浴場

複合用途防火対象物（特定防火対象物が存
するもの）

神社・寺院・教会等

(12)
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

(13)
自動車車庫・駐車場

回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各号に該当しない作業場

(16)

上記以外の複合用途防火対象物

イ

４．（３）消防用設備等点検結果報告提出対象物

令和6年3月31日現在

(2)

カラオケボックスその他遊興のため個室を
利用させるもの

ニ 0

総数

(1)
劇場・映画館・観劇場他

公会堂又は集会場

キャバレー・カフェー

遊技場又はダンスホール

性風俗関連特殊営業を含む店舗等

0

対象物数 報告済対象物数

市町村長の指定する山林

自治省令で定める船車

合計

(16-2) 地下街

(16-3) 準地下街

重要文化財・重要有形民俗文化財

アーケード

6

0000

（項） 対象物の種別

2281415610146

30228

171161711
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４．（４）防火管理者講習会実施状況

年別 竹田市 管外 受講者合計
(朝地町・緒方町）

合計 463 114 138 715

〃　20年 17 0 18 35

〃　21年 20 0 12 32

〃　18年 18

※平成22年度から（財）大分県設備安全協会が実施。

〃　22年 48 0 0 48

〃　23年以降 0 0 0 0

〃　15年 19 3 3 25

17 8 43

〃　19年 25 2 5 32

〃　16年 20 2 7 29

〃　17年 12 4 5 21

〃　13年 11 4 0 15

〃　14年 17 5 5 27

〃　11年 14 9 0 23

〃　12年 15 6 0 21

〃　9年 25 5 8 38

〃　10年 6 6 7 19

〃　7年 30 2 9 41

〃　8年 19 5 9 33

〃　5年 15 11 3 29

〃　6年 14 3 4 21

〃　3年 25 6 8 39

〃　4年 14 3 2 19

平成元年 15 3 2 20

〃　2年 20 4 11 35

豊後大野市

昭和62年 29 8 3 40

〃　63年 15 6 9 30

38



1

3

4

5

6

1

令和5年4月1日現在

令和5年4月1日現在

[婦人防火クラブ]

クラブ名称 市町別 結成年月日 クラブ会員数

あさひヶ丘保育園幼年消防クラブ 竹田市 昭和59年 1月28日 36

竹田市 平成 3年 3月 1日 51

荻保育園幼年消防クラブ 荻町 51

合　　　　計 20

合　　　　計 215

クラブ名称 市町別 結成年月日 クラブ会員数

４．（５）民間防火クラブ結成状況

[幼年消防クラブ]

豊岡地区婦人防火クラブ 竹田市 昭和53年 4月11日 20

久住保育所幼年消防クラブ 久住町 昭和61年 3月 1日 28

なおいりこども園幼年消防クラブ 直入町 平成 7年11月 9日 49

竹田保育所幼年消防クラブ

昭和61年 3月 1日
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市設置数
竹田市

区　　　分

屋内貯蔵所 0

屋外タンク貯蔵所 8

屋外貯蔵所 1

小    計 51

給油取扱所 28

屋内タンク貯蔵所 0

地下タンク貯蔵所 21

移動タンク貯蔵所 21

合     計 95

第一種販売取扱所 0

一般取扱所 16

小    計 44

令和6年4月1日現在

数量別
5倍以下

5倍を超え
10倍以下

10倍を超え
50倍以下

50倍を超え
100倍以下

100倍を超え
200倍以下

200倍を
超えるもの

計
区　　分

0

屋外タンク貯蔵所 2 3 3 8

屋内貯蔵所

0

地下タンク貯蔵所 15 4 2 21

屋内タンク貯蔵所

21

屋外貯蔵所 1 1

移動タンク貯蔵所 21

0 51

給油取扱所 2 2 8 6 8 2 28

小　　計 39 7 5 0 0

一般取扱所 5 6 5 16

第一種販売取扱所 0

４．（６）危険物製造所等の状況

（１）管内危険物施設の現況

令和6年4月1日現在

（２）危険物製造所等の取扱数量別分類

2 44

合　　　計 47 15 18 6 8 2 95

小　　計 7 8 13 6 8

0
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5 . 災　害　統　計
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火 災 編 

 令和 5年の火災概要 

本年の火災件数は 28件で、前年と比較すると6件の減少である。火災種別ごとに前年と比較すると、

林野火災が 2件、車両火災が 1件の増加、建物火災が 2件、その他火災が 7件の減少である。 

損害額においては合計で 44,746 千円となっており、前年と比較すると 6,015 千円減となっている。

また、火災による死者は 2名で 2名増、負傷者は 6名で 3名増となっている。 

出火原因別では本年もたき火を原因とするものが半数を占めており、特に田の枯草等を焼却中に火

災に至ったものが多い。 

防火対策への取組みとして、防火広報やＩＰ告知放送を通じての啓発活動により、住民 1 人ひとり

の防火意識の向上に一定の効果をもたらしていると考えられるが、枯草焼き等による火災は依然とし

て火災の割合の多くを占めている。そのため、令和 6年も令和 5年に引き続いて防火広報等を実施し、

住民が安心して暮らせるまちづくりを目指していきたい。 

 

1．地域別火災件数及び死者負傷者数               ( )内は昨年同期 

 

2．損害額 

                                 単位：千円 

区 分 令和 5年 令和 4年 増 減 

建物火災 41,625 17,731 △23,894 

林野火災 2,624 32,922 ▼30,298 

車輌火災 157 0 △157 

その他火災 340 108 △232 

合 計 44,746 50,761 ▼6,015 

 

区  分 建 物 林  野 車  両 その他 計 死者数 負傷者 

竹  

田  

市 

竹田地域 
6 

（3） 

4 

（2） 

0 

（0） 

6 

（10） 

16 

（15） 

1 

（0） 

3 

（0） 

荻 地域 
0 

（2） 

0 

（1） 

0 

（0） 

0 

（1） 

0 

（4） 

0 

（0） 

0 

（0） 

久住地域 
1 

（1） 

4 

（2） 

1 

（0） 

3 

（6） 

9 

（9） 

1 

（0） 

2 

（2） 

直入地域 
0 

（3） 

2 

（3） 

0 

（0） 

    1 

（0） 

3 

（6） 

0 

（0） 

1 

（1） 

管
外 

管 轄 外 
0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

合  計 
7 

(9) 

10 

（8） 

1 

（0） 

10 

（17） 

28 

(34) 

2 

（0） 

6 

（3） 



3．原因別発生状況 

 

区分 たばこ たき火 火入れ 不明 その他 火遊び 放火 

放火の

疑い こんろ ストーブ 合計 

件数 0 14 2 2 9 0 0 0 0 1 28 

 

4．月別火災発生状況 

 

区分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

件数 2 4 9 4 1 1 0 1 0 2 3 1 28 

 

5．曜日別発生状況 

 

 

6．時間別発生状況 

 

区 分 
0:00 

～5:00 

5:00 

～8:00 

8:00 

～11:00 

11:00 

～13:00 

13:00 

～17:00 

17:00 

～21:00 

21:00 

～24:00 
不明 計 

建 物 1 0 1 2 1 2 0 0 7 

林 野 0 0 1 3 6 0 0 0 10 

車 両 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

その他 2 0 1 2 4 1 0 0 10 

計 4 0 3 7 11 3 0 0 28 

 

区 分 日 月 火 水 木 金 土 計 

建 物 0 2 2 1 0 1 1 7 

林 野 0 2 3 5 0 0 0 10 

車 両 0 0 0 0 1 0 0 1 

その他 2 0 4 1 0 1 2 10 

計 2 4 9 7 1 2 3 28 



救 急 編 

 令和 5年の救急概要 

 令和 5年の出場件数は 1,495件、1日の平均出場件数は 4.1件である。出場件数は令和 4年より 39

件増（2.7％増）、搬送人員数は 17 人増（1.2％増）となっている。出場件数事故種別は、急病が 46

件増、一般負傷が 25件増していることが、出場件数の増加に関与している。 

 竹田市消防本部は、救命士有資格者 28 名のうち実働救急救命士 23 名が救急運用にあたっている。

救急出場では、2 名以上の救急救命士が高規格救急車に乗務し救急搬送をおこなっている。現場活動

に対しての事後検証会が毎月開催され、救急救命士の判断や処置に対して医師が検証することで、知

識や技術が向上するように努めている。また、検証結果をもとに市民が安心して暮らせるように訓練

を重ねている。 

1. 地域別出場件数                        単位：件 

区分 急病 
交通 

事故 

一般 

負傷 
その他 

令和 

5年 

令和 

4年 

前年 

比較 

竹田市 

竹田 518 45 161 178 902 888 14 

荻 105 4 24 6 139 119 20 

久住 153 10 52 54 269 267 2 

直入 104 12 43 26 185 180 5 

計 880 71 280 264 1,495 1,454 41 

管轄外 0 0 0 0 0 2 ▲2 

合  計 880 71 280 264 1,495 1,456 39 

 
※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 

 

※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 



搬送件数は 1,386件で管内搬送件数は 834件（60.2％）と昨年が 836件（61.1％）であったことか

ら 2件減少（0.9%減）している。不搬送件数は、109件で昨年から 22 件増加（25.3％増）している。 

2．出場状況 

  令和 5年 令和 4年 対前年比（率） 備考 

出場件数 1,495件 1,456件 
39件 1日平均 

（2.7％増） 4.1件 

搬送件数 1,386件 1,369件 
17件 

（1.2％増） 

不搬送件数 

109件 

搬送人員 1,394人 1,382人 
12人    （25.3％増） 

(0.9％増）  

管外搬送件数は 552 件（39.8％）で昨年の 533件（38.9％）より 19 件増加（3.6％増）している。 

3．管轄外搬送件数 

  管轄外搬送件数 前年対比 

令和 5年 552件（うち転院搬送 178件） 
19件（3.6％増） 

令和 4年 533件（うち転院搬送 197件） 

 
  

4．竹田市月別救急出場件数（過去 5年間）               単位：件 

 新型コロナウイルス感染症の影響で減少していた救急出場件数は、年々増加している。 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

令和 5年 121 116 114 106 132 98 127 157 131 124 122 147 1,495 

令和 4年 105 100 114 109 132 109 129 161 123 121 119 134 1,456 

令和 3年 117 97 119 100 103 103 134 110 99 128 126 99 1,335 

令和 2年 94 100 83 94 81 95 101 127 96 118 138 133 1,260 

令和元年 147 109 118 122 140 111 128 126 109 107 99 127 1,443 

5．年齢区分別搬送人員 

年齢区分別搬送人員は老人の割合が 78.8％であり、高齢化率の高さを表す数値となっている。 

年齢区分 新生児 乳幼児 少年 成人 老人 計 

搬送人員 0人 28人 28人 240人 1098人 1,394人 

率 0.0％ 2.0％ 2.0％ 17.2％ 78.8％ 100.0％ 



 

※割合（％）の合計は、四捨五入のため 100％にならない場合があります。 

 

6．現場到着所要時間別出場件数 

現場到着所要時間（覚知から現場到着まで）は、11.81分であり、昨年より 0.08 分延長している。 

  

3 分未満 
3 分以上 5 分以上 10 分以上 

20 分以上 
現場到着 

平均所要時間 
5 分未満 10 分未満 20 分未満 

令和 5年 15件 56件 654件 564件 206件 
11.81分     

（11分 49秒） 

令和 4年 11件 60件 635件 549件 201件 
11.73分    

（11分 44秒） 

 

7．救急救命士による救命処置実施状況 

救急救命士の救急救命処置については、電気ショックは 1件減少、気管挿管の増減はない。全救急

隊に気管挿管及びビデオ喉頭鏡認定救命士が乗務しており、新型コロナウイルス感染症対策として積

極的に気管挿管を実施している。血糖測定は意識障害の鑑別のため積極的に実施しているが、2 件減

少している。心停止前の静脈路確保は 2 件減少しており、心停止後の静脈路確保では 11 件増加、薬

剤投与は 9件増加している。 

運用救命士 23 名を対象とした再教育病院実習は竹田医師会病院と大分大学医学部附属病院で実施

し、さらに竹田医師会病院では救急搬送時に院内で処置補助実習を行い、技術的な向上を目指してい

る。 

  
電気 

ショック 

気管 

挿管 

ｺﾝﾋﾞﾁｭｰﾌﾞ・LT

による気道確保 

血糖 

測定 
静脈路確保 薬剤投与 

令和 

5年 
1件 21件  1件 47件 

   42件 

（心停止前 20件） 

（心停止後 22件） 

    25件 

（アドレナリン 22件） 

（ブドウ糖   3件） 

令和 

4年 
2件 21件 0件 49件 

   33件 

（心停止前 22件） 

（心停止後 11件） 

    16件 

（アドレナリン 12件） 

（ブドウ糖   4件） 

 

 



 

8．心肺停止傷病者数及びバイスタンダーによる心肺蘇生実施状況 

心肺停止傷病者が 3 件増加した。バイスタンダーCPR の実施率は 77.4％であり、昨年より 2.4％増

加している。令和 2年から新型コロナウイルス感染症対策の口頭指導（換気、傷病者及び救助者への

マスクの着用等）を実施しており今後も 119番受理時での口頭指導技術の向上を目指し、バイスタン

ダーCPRの促進と同時に救助者の安全も確保していきたい。 

 令和 5年 令和 4年 前年対比 

心肺停止傷病者 31件 28名   3名（10.7％増） 

バイスタンダーCPR有 24件 21件   3件（14.3％増） 

心肺停止傷病者に対する、 

バイスタンダーCPR実施比率 
77.4％ 75.0％ 2.4％増 

 

 

9．救急講習受講状況 

救命率向上のため、各種救急講習を実施している。新型コロナウイルス感染症が第 5類に移行した

ことに伴い、多くの救急講習を開催したため、受講者数は昨年より大幅に増加している。 

 受講団体数 新規講習 再講習 総数 

普通救命講習 16団体 186人 192人 378人 

救命入門コース  1団体    37人 

一般講習 49団体   1439人 

 



 

 

1. 令和5年の救助概要

2. 令和5年の救助出場件数　　　　　　 36 件

3. 月別出場件数
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

件数 3 2 0 1 3 8 3 3 1 7 2 3 36

4. 地域別事故種別発生状況(累計）　

建物 以外 山岳 不明 他

7 1 1 4 13

(16) (1) (1) (3) (21)

2 1 3

(1) (1)

2 1 8 1 5 17

(4) (11) (1) (2) (18)

2 1 3

(2) (2)

13 1 1 9 2 10 36

(23) (1) (11) (2) (5) (42)

13 1 1 9 2 10 36

(23) (1) (11) (2) (5) (42)

5. 救助概況（前年比較）

23 1 18 42

13 1 1 21 36

▼10 1 3 ▼6

10 15 25

5 1 1 17 24

▼5 1 1 2 ▼1

12 19 31

8 1 1 17 27

▼4 1 1 ▼2 ▼4

活動件数

救助人員

救　　助　　編

火　災

令和5年

令和4年

増減

出動件数

増減

　令和5年の救助出場は36件で昨年より7件減少している。事故種別では、交通事故 13件（昨年同期23件）、自然災害事
故1件 （昨年同期1件）、機械事故が１件(昨年同期0件)、山岳9件（昨年同期11件）、行方不明者2件（昨年同期2件）、そ
の他の出場10件（昨年同期5件）であった。事故種別ごとの救助出場件数の推移をみると交通事故が10 件減少し、山岳
救助は2件減少している。また、機械事故が１件発生している。

水難
事故

自然
災害

機械
事故

交通
事故

破裂
事故

（　　）内は昨年同期

計
その他事故破裂

事故
ガス
酸欠

建物
事故

計
その他
事故

ガス
酸欠
事故

久住

荻

令和4年

令和5年

建物
事故

火　災 交通
事故

令和5年

令和4年

増減

事故種別

地域別

事故種別

件数

機械
事故

自然
災害

水難
事故

竹田

合　計

管轄外

計

直入
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６．消　　防　　団



竹
田
市
消
防
団
本
部

機能別消防団

機能別消防団

機能別消防団

竹
田
市
消
防
団
本
部

女
性
部

直入方面隊

６．（１）竹田市消防団組織図

竹田方面隊

荻方面隊

久住方面隊

第一分団

第二分団

第三分団

指導員

第一部

第二部

第一部

第二部

第一部

第二部

指導員

第二部

第三部

第一分団

第二分団

指導員

第一部

第二部

第三部

第四部

第一部

第二部

指導員

第一部

第二部

第一部

第二部

第一部第一分団

第一部

第一部

第一分団

第二分団

第三分団

第一部

第二部

第二分団

第三分団

第四分団

第五分団

第二部

第三部

第一部

第二部

第三部

第一部

第三部

第四部
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女性部

団長

副団長
(方面隊長）

指導員
(副方面隊長)

分団長

副分団長

部長 1

班長 1

団員 16

機能別団員

計 18

竹田方面隊

荻方面隊

久住方面隊

直入方面隊

団本部

計

副団長

方面隊長

1

3

機能別部長

40,000

班長

37,00052,000 10,000

20

1

消防ポンプ自動車 小型ポンプ積載車

1

1

0

61,000

消防団長

117,000

32

指導員 分団長

83,000 45,500

副分団長

8

6

0

6.（4）消防団の団員報酬　　            　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（円）

35

52

75

6

0

7

1

8

478

731132

7

28

125

合計

13

32

125

その他の車輌

合計

1

4

13

13

13

3

15

52

12

6.（3）消防団の消防機械配置状況

2491

小型動力ポンプ

13

168

17

1

5 3

5

36,500

94

151

5

6

1

24

直入方面隊

2

1

3

竹田方面隊

団員

5

20

3

3

1

2

2

5

180

6.（2）消防団の構成　　　　　　   　    　　　　　  　　  　　　　              　（人）

1

3

荻方面隊 久住方面隊団長
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18歳未満 0 0 0 0 0

18歳 2 0 0 0 2

19歳 1 1

20歳 0

21歳 2 2

22歳 3 3

23歳 4 4

24歳 6 1 5

25歳 5 5

26歳 10 1 9

27歳 4 3 1

28歳 3 3

29歳 10 10

30歳 19 1 18

31歳 6 6

32歳 11 2 9

33歳 12 12

34歳 11 1 9 1

35歳 17 1 15 1

36歳 23 7 16

37歳 15 1 3 11

38歳 24 1 4 18 1

39歳 36 1 12 23

40歳 39 7 32

41歳 25 1 2 6 15 1

42歳 28 4 8 16

43歳 14 2 4 7 1

44歳 30 1 4 14 10 1

45歳 31 1 1 1 6 22

46歳 33 1 1 2 2 10 17

47歳 35 1 1 8 24 1

48歳 29 2 1 4 5 15 2

49歳 31 2 2 5 20 2

50歳 25 1 1 2 20 1

51歳 30 1 1 2 7 19

52歳 18 2 4 2 1 9

53歳 14 2 1 2 9

54歳 14 5 1 2 6

55歳 12 1 1 10

56歳 10 1 1 1 7

57歳 8 1 7

58歳 6 1 5

59歳 15 2 13

60歳 12 1 1 10

61歳以上 48 1 1 2 4 40

合計 731 1 4 26 13 32 125 514 16

団員

6.(5)年齢別および階級別消防団員数

女性
消防団員

令和6年4月1日現在

小計 団長 副団長
分団長
指導員

副分団長
部長

(女性部長1名
含む）

班長
(女性班長1名

含む）
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首藤　敬蔵 令和2年4月1日～令和5年3月31日

平成25年4月1日～平成26年3月31日

団
長

― 西山　哲彰 令和5年4月1日～現在に至る

竹田方面隊

添田　龍 令和5年4月1日～現在に至る

平成19年4月1日～平成20年3月31日

渡辺　昭次 平成20年4月1日～平成22年11月30日

川原　弘幸 平成22年12月1日～平成25年3月31日

熊谷　光弘 平成25年4月1日～平成27年3月31日

工藤　厚己

佐藤　孝誠 平成29年4月1日～令和2年3月31日

平成27年4月1日～平成28年3月31日

平成17年4月1日～平成18年3月31日

佐藤　和徳 平成18年4月1日～平成23年3月31日

井上　吉也 平成23年4月1日～平成25年3月31日

方
面
隊
長

河野　哲 平成17年4月1日～平成21年3月31日

都築　員守 平成21年4月1日～平成24年3月31日

井野　賢治

西山　哲彰 平成30年4月1日～令和5年3月31日

向井　雄二郎 平成17年4月1日～平成19年3月31日

倉野　武臣

佐々木英治 令和5年4月1日～現在に至る

直入方面隊

馬場　一己

平成31年4月1日～令和3年3月31日

内田　健一郎 平成17年4月1日～平成19年3月31日

神田　定義

賀籠六　尚樹 令和4年4月1日～令和6年3月31日

足立　康成

―

平成19年4月1日～平成21年3月31日

瀬井　勇生 平成21年4月1日～平成23年3月31日

工藤　厚憲

都築　員守 平成24年4月1日～平成27年3月31日

平成24年4月1日～平成30年3月31日

阿南　浩二

― 工藤　厚憲 平成27年4月1日～令和2年3月31日

平成23年4月1日～平成27年3月31日

久良　勇一 平成27年4月1日～平成31年3月31日

― 佐藤　孝誠 令和2年4月1日～令和5年3月31日

平成26年4月1日～平成27年3月31日

浅倉　洋二 平成30年4月1日～令和4年3月31日

久住方面隊

木村　克比古 令和6年4月1日～現在に至る

荻方面隊

三好　健次 令和6年4月1日～現在に至る

菅　徳寿 令和3年4月1日～令和6年3月31日

高城　猛 平成28年4月1日～平成30年3月31日

大塚　義昭

吉野　幸秀 平成17年4月1日～平成18年3月31日

―

―

６．（６）歴代消防団長・方面隊長一覧表

役職 所属 氏名 在任期間

令和6年4月1日現在

馬場　一己 平成18年4月1日～平成19年3月31日

― 佐藤　和徳 平成23年4月1日～平成24年3月31日

― 神田　定義 平成20年4月1日～平成21年3月31日

― 河野　哲

― 向井　雄二郎 平成19年4月1日～平成20年3月31日

平成21年4月1日～平成23年3月31日
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小型ポンプの部 回数 種目 管内出場隊

朝地町消防団 第12回 小型ポンプ 朝地町消防団

緒方町消防団 第13回 ポンプ車 荻町消防団

朝地町消防団 第14回 小型ポンプ 朝地町消防団

第15回

第16回

第17回

朝地町消防団 第18回 小型ポンプ 朝地町消防団

第19回

第20回

久住方面隊 第21回

久住方面隊 第22回 小型ポンプ 久住方面隊

第23回

直入方面隊 第24回 小型ポンプ 直入方面隊

第25回

第26回

第28回

第29回

第30回令和6年 第33回

平成 2年 第16回

平成 4年 第17回 荻町消防団

平成 6年 第18回 緒方町消防団

平成 8年 第19回

平成10年

６．（７）消防操法大会足跡

※緒方町並びに朝地町は、市町村合併以前の旧管内の消防団

年度
大分県大会優勝消防団 全国大会出場隊

回数 ポンプ車の部

第20回

平成12年 第21回

平成14年 第22回 緒方町消防団

平成16年 第23回

平成18年 第24回

平成20年 第25回

平成22年 第26回 荻方面隊

平成24年 第27回

中止令和3年 第31回

平成26年 第28回

平成28年 第29回

平成30年 第30回

中止

令和4年 第32回
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7 . 資　　　　　料
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役職名 氏　　名 在　　職　　期　　間

首藤　勝次 平成21年 4月24日～平成25年 4月23日

首藤　勝次 平成25年 4月24日～平成29年 4月23日

首藤　勝次 平成29年 4月24日～令和3年　4月23日

土居　昌弘 令和3年　4月26日～現在に至る

渡部　英雄 平成21年 5月19日～平成22年 3月31日

梅木　　純 平成22年 4月 1日～平成25年 5月31日

野田　良輔 平成25年 6月 1日～平成29年 5月31日

野田　良輔 平成29年 6月 1日～令和3年　5月31日

藤田　和徳 平成3年  6月 1日～現在に至る

役職名 氏　　名 在　　職　　期　　間

荒巻　文夫 平成21年 5月12日～平成23年 1月13日

平成23年 1月14日～平成23年 6月 6日

平成23年 6月 6日～平成25年 4月23日

中村　憲史 平成25年 5月 8日～平成27年 5月10日

坂梨　宏之進 平成27年 5月11日～平成29年 4月23日

日小田　秀之 平成29年 5月10日～令和元年 5月10日

佐田　啓二 令和元年 5月10日～令和3年　5月10日　

渡辺　克己 令和3年　5月11日～令和5年　5月 9日

佐藤　美樹 令和5年　5月10日～現在に至る

吉竹　悟 平成21年 5月12日～平成23年 6月 6日

和田　幸生 平成23年 6月 6日～平成25年 4月23日

吉竹　悟 平成25年 5月 8日～平成27年 5月10日

後藤　憲幸 平成27年 5月11日～平成29年 4月23日

本田　忠 平成29年 4月24日～令和3年　5月10日

阿部　雅彦 令和3年　5月11日～令和5年　5月 9日

佐藤　市蔵 令和5年　5月10日～現在に至る

副議長

議長

７．（２）竹田市議会議長および副議長

７．（１）竹田市長および副市長

副市長

加藤　正義

市長
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役職名 氏　　名 在　　職　　期　　間

阿南　正治 平成21年 4月 1日～平成22年 3月31日

工藤　克美 平成22年 4月 1日～平成23年 3月31日

児玉　淳一 平成23年 4月 1日～平成25年 3月31日

後藤　　清 平成25年 4月 1日～平成27年 3月31日

大塚　義徳 平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日

釘宮　恒憲 平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日

工藤　忠孝 平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日

大塚　正三 平成30年 4月 1日～令和2年　3月31日

志賀　和吉 令和2年  4月 1日～令和5年　3月31日

渡邊　良夫 令和5年  4月 1日～現在に至る

児玉　淳一 平成21年 4月 1日～平成23年 3月31日

首藤　法文 平成23年 4月 1日～平成24年 3月31日

後藤　　清 平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日

田北　栄治 平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日

麻生　章治 平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日

山村　俊治 平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日

大塚　正三 平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日

工藤 敦 ・ 大塚　正三 平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日

志賀　和吉 平成30年 4月 1日～令和2年　3月31日

佐藤　浩和・渡邊　良夫 令和3年　4月 1日～令和4年　3月31日

佐藤　浩和 令和4年　4月 1日～令和5年　3月31日

吉野　清二 平成21年 4月 1日～平成22年 3月31日

浅倉　彰一 平成22年 4月 1日～平成23年 3月31日

那須　　充 平成23年 4月 1日～平成24年 3月31日

田北　栄治 平成24年 4月 1日～平成26年 3月31日

大塚　義徳 平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日

山村　俊治 平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日

工藤　　敦 平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日

志賀　和吉 平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日

佐藤　浩和 平成30年 4月 1日～令和5年　3月31日

中村　良太 令和5年  4月 1日～現在に至る

７．（３）竹田市消防本部・署　歴代消防長・消防次長・消防署長

次長

消防長

消防署長
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